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会議次第 

 

１ 開 会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議 題 

まちづくり会議の検討テーマについて 

・前回の振り返り 

・意見交換 

・テーマの決定 

 

４ その他 

  ・避難所、避難場所の一時変更について 

  ・相模原市防災用品購入補助金について 

 

５ 閉 会 

横山地区マスコットキャラクター 

よこぞうくん 



議   事   録 

主な内容は次のとおり。（〇は委員の発言） 

 

１ 開 会  

  事務局が開会した。 

 

２ 会長あいさつ 

  𠮷田会長からあいさつを行った。 

 

３ 議題 

まちづくり会議の検討テーマについて 

・前回の振り返り 

𠮷田会長より第３回横山地区まちづくり会議グループワーク結果（まとめ）報告及び

本日の検討内容について説明があった。 

 

 ・意見交換 

＜防災＞ 

〇関東大震災から１０３年経過し、関東地区は約１００年大規模地震が発生していな

い。大規模地震が発生した場合、地方の大災害とは全く異なる状況になるため、在宅避

難が重要である。現在、在宅避難についての理解は十分ではない。内閣府のガイドライ

ンによれば、富士山噴火時に噴火警戒レベル３が発令されると、噴火していなくても政

府は在宅避難を推奨するとされている。今後の課題として、在宅避難の必要性を強く認

識した。 

また、２０１６年熊本地震後に一戸建て住民を対象に防災意識に関するアンケートを

実施したところ、防災意識が高いグループであっても、実際の在宅避難の準備を行って

おらず、「在宅避難」の具体的なイメージが浸透していないことが分かった。 

 

具体的な取組内容（案） 

１アンケート調査の実施（一戸建て住民限定） 

２避難所の現状及び行政サービスの具体的な調査・取りまとめ 

３横山地区在宅避難マニュアルの作成及び周知 

４啓発ビデオの作成 

５取組内容のまとめ及び取組内容の周知 

 

〇在宅避難マニュアルを作成しなければ、地域への説明や周知に説得力が欠ける。地域

コミュニティの形成も重要であり、近隣同士が助け合う関係性が不可欠である。日本は

台湾と比較して避難所の準備が十分ではないため、先取りした取り組みを進めるべきで



ある。 

 

＜地域コミュニティ＞ 

〇コロナ禍前は公民館が賑わっていたが、現在は利用者や利用団体が減少し、利用者協

議会の存続が危ぶまれている。今年はなんとか利用者協議会を継続した。来年で公民館

は５０周年を迎えることから、地域が団結して集まる場所にしていきたい。 

 

＜防犯＞ 

〇横山団地付近にトラックや不審な車両、バイクの駐停車が頻繁に見られ、不安を感じ

ているため、現状及び今後の計画について県に明確に提示してもらう必要がある。地域

としては、この現状を放置せず、改善を強く求める意見を積極的に発信していくべきで

ある。 

〇横山団地は季節ごとに外回りの草刈りは行われているものの、内部は草が生い茂って

おり、犯罪に繋がるおそれがある。団地外のチェーンは無断で外されることもあり、効

果が十分ではない。草刈りの徹底をすることで見通しが良くなり、安心して暮らせる環

境が作れるのではないか。大型廃棄物は減少したものの、全体的に物騒な状況が続いて

おり、団体として意見を出すべきである。 

〇管理主体（県）に今後の対応方針を確認できる環境づくりが必要。 

〇今後の方向性について、県に直接質すことがまちづくり会議としての総意である。 

 〇団地の集会所は老朽化が進み、床の揺れなどで危険な状況にある。新設された団地内

の集会所利用も提案したが現状は動きがない。 

〇団地全体の問題と集会所の問題は別課題であるため、防犯や環境整備のリスクを県に

優先的に確認していく必要がある。 

  

・テーマの決定 

多数決の結果、防災を選択した委員が１２名、地域コミュニティを選択した委員が２

名であった。 

 

＜結果＞ 

  横山地区まちづくり会議のテーマは「防災（地域コミュニティ）」に決定した。 

  防犯については、県へ現状の取組と今後の対応方針を質すということで総意した。 

 

  事務局より、次回１１月９日の会議前に具体的な取組内容を各自で検討するよう依頼

があった。提出締切日は１０月１４日とした。 

 

 ＜主な意見・質疑＞ 

  特になし。 

 



４ その他 

・避難所、避難場所の一時変更について 

事務局より、説明を行った。 

 

＜主な意見・質疑＞ 

特になし。 

  

 ・相模原市防災用品購入補助金について 

  𠮷田会長より、説明を行った。 

 

  ＜主な意見・質疑＞ 

  〇昨年度、防犯補助金利用時にホームページで残補助額が確認できたため、今回の申

請時に確認することを推奨する。 

 

５ 閉 会 

長谷川副会長のあいさつにより閉会した。 

 

                                  以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和８年度 第４回横山地区まちづくり会議 委員出欠席名簿 

令和８年９月１４日開催 

 

 所  属  団  体  等 氏  名 備考 出欠席 

１ 横山地区自治会連合会／自主防災隊 会長／隊長 𠮷
よし

田
だ

 貴
たか

亮
あき

 会長 出席 

２ 横山地区自治会連合会 副会長 坂元
さかもと

 俊
とし

美
み

  欠席 

３ 横山地区社会福祉協議会 会長 髙
たか

橋
はし

 年
とし

廣
ひろ

 副会長 出席 

４ 横山地区社会福祉協議会 協力員 大澤
おおさわ

 勇
いさむ

  出席 

５ 横山地区連合自主防災隊 防災専門員 吉村
よしむら

 公一
きみかず

  出席 

６ 横山地区民生委員児童委員協議会 副会長 森
もり

 きん子
こ

  出席 

７ 横山公民館 館長 長谷川
は せ が わ

 哲雄
て つ お

 副会長 出席 

８ 相模原交通安全協会横山支部 支部長 茅
かや

  祐司
ゆ う じ

  出席 

９ 横山小学校ＰＴＡ 副会長 半澤
はんざわ

 真奈美
ま な み

  出席 

10 清新中学校ＰＴＡ 副会長 前原
まえはら

 恵美
め ぐ み

  欠席 

11 横山地区青少年健全育成協議会 事務局長兼会計 田辺
た な べ

 大輔
だいすけ

  出席 

12 青少年指導委員 ― 池田
い け だ

 直
なお

仁
ひと

  出席 

13 スポーツ推進委員 ― 日下
く さ か

 恵美子
え み こ

  出席 

14 防犯指導員 ― 稲元
いなもと

 則夫
の り お

  出席 

15 健康づくり普及員 理事 内田
う ち だ

 雅子
ま さ こ

  出席 

16 保護司 ― 山石
やまいし

 三男
み つ お

  欠席 

17 横山こどもセンター 館長 一瀬
いちのせ

 純
じゅん

  出席 

18 横山地域包括支援センター センター長 杉田
す ぎ た

 久美子
く み こ

  欠席 


